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〒6 5Ｏ神戸市中央区山本通1丁目7 - 7 ( 北野坂）
TEL.(078)221-3170
1 0胃0 0 a . m .～６：００ｐ．ｍ．木曜日定休

鰯〆~。~、
息皇憩

ネックレス・イヤリングセット￥1 , 6 0 0 , 0 0 0
( 淡水真珠・ダイヤ・１８Ｋ）

木 下パ
、

ﾉ レ

三井田佳輿子さん
( 神戸山手女子短期大学卒業）

真珠のような丸みと、光沢を備え
た女性を目標に修業中の私です。
イブニングドレスは、生まれては
じめて。どんな王子様に会えるか
しら…･･･。
(衣裳提供・ローズTEL O 7 8 - 2 2 1 - 5 7 0 0）

、

笑 顔に真珠ノ
北野町ブライダルサロン｢ ローズ- 1 にて
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『 可'８２，S３ＢｅｎｎｉｅＳＰｅeｃｉａｌＦｕｒ

〒6 5 1 神戸市中央区御幸通8 丁目1 - 6 神戸国際会館1 階
、（そごう南2分）壷(078)221-3327(代表)年中無休

竜竜

一月､ｂ４
ｖ乳も
一月､ｂ４
ｖ乳も

8

１

１
浬

？
，
ｆ
ｆ
ｃ
〃
乃

』』

カメラ／原寛、スタイリスト／大島智恵

＆べ婁菖拳護送

リンクストリミングライナーヌートリア（西独Ｒ＋Ｌブラックグラマミンクロングコート

！

１
１‐
１
１

１１１１

ノ

アンゴララムリバーシブル8 分 ｺ ｰ ﾄ
( 伊・バルトリー社製）５８万円 ( N ､ Ｙ､ ゴールデンフィルドマン

紳士用はお誹えで承ります

至巽薪ター大島智恵と巡るパリ･ ﾆ ｰ ｽ 8 日間の旅
日程／昭和5 8 年３月１日㈹～８日㈹
費用／￥2 5 0 , 0 0 0
旅行手続取扱い／日本交通公社
※只今、毛皮をお買い上げの方に劇団四季公演｢ エビータ」
（1 2 月1 9 日夜、神戸国際会館) にご招待いたします。
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バロックが誘う
狼: 漫な聖夜
踊りましょうかと
仮面の貴族
ときめく心

あ雪サンタマリア…。

☆クリスマスのパーティに、
新春のお出かけに、
パリ・ミラノ新着のソシァル
コレクションから
お選びください。

星
クチュール＆ブティック

わインザー
山卿易# 粥
〒6 5 O 神戸市中央灰三宮町１丁目
さんプラザ2ＦＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 9 5 2
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／

神戸市立博物館開館記念特別展

海のシルク・ロード、
会期／昭和5 7 年1 1 月３日→1 2 月1 9 日午前1 0 時～午後５時( 入館は４時3 0 分まで）月曜休館
■入館料／一般800円(700円)大・高生500円(400円)中･小生300円(200円）※（）内は前売料金及び30人以上の団体料金
（入館料には東山魁夷展・常設展も含まれます）

■主催／神戸市立博物館・神戸新聞社
近世以前の束西文化の交流は、長安から西洋にいたる陸のシ
ルク．ロードを中心に行われましたが、海上交通の発達した近
世以降は、海路が主流となります。
この展覧会は、海上交易路の歴史を「海のシルク・ロード」

と名づけて、東西文化の交流の様子を展示します。
〈第１部波涛を越えて〉
ここでは、シルク・ロードの概説にはじまり、大航海時代に

オランダ東インド会社の活躍によって交流されたものとして、
アムステルダム国立博物館ほか５館から出品される絵画、地図、
漆器、金工芸や陶磁器など約2 4 0 点が展示されます。
〈第２部日本における異国趣味〉
ここでは、南蛮船渡来以降、安土桃山時代から江戸時代にか

けて開いた華やかな文化を紹介します。重要文化財2 3 点を含む
南蛮・紅毛美術の名品約1 6 0 点を展観します。
■常設展■東山魁夷展
この博物館の基本テーマである｢ 国特別展開催期間中、２階ギャラリ
際文化交流、東西文化の接触と変一で開きます。テーマは「東山魁
容」に沿って、神戸と諸外国との夷中国の旅｣ 。日本画「灘江幕色」
関わりの歴史を展示しています。など５点、スケッチ1 5 点を展示。

浸宇- －，鐸夢巨里

「

’

オランダ商館長江戸参府図蒔絵箪笥
（江戸初期・オランダ王室蔵）

、■神戸市立博物館／神戸市中央区京町24番地
■新幹線｢ 新神戸』から南へ平で1 5 分
■国鉄Ｅﾉ 宮｣ r 元日血から南へ徒歩約7 分

ｓ(0 7 8 ) 3 9 1 - 0 0 3 5

、
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この度、楽しい夢; のあるパーティの演出をお手{ 云
いする㈱バーティケイタリングサービスを発足い 7 Ｅ
しました。小人数のホームバーティ| こは、趣向を凝
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付けま- で全てをおｲ 壬せください。パーティ用メニュ
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I こ関｛系なく５万円とｓ万ら千円コースもございます。
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神
戸
市
立
博
物
館
が
、
い
よ
い
よ
、
十
一
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
文
化
的
な
素
地
が
あ
り
な
が
ら
博
物
館
の
な
か
っ
た
神

戸
に
、
博
物
館
と
中
央
図
書
館
（
初
年
４
月
完
成
）
を
設
立
し
よ

う
ｌ
と
．
各
方
面
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
調
襟
委
員

会
を
発
足
さ
せ
た
の
が
昭
和
四
十
八
年
九
月
。
以
来
、
神
戸
の
文

化
的
基
盤
の
一
翼
と
な
る
べ
く
構
想
を
練
り
、
設
立
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
博
物
館
の
本
館
と
な
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の

宮
殿
を
思
わ
せ
る
旧
東
京
銀
行
神
戸
支
店
の
増
改
築
工
事
も
終
了

し
、
厚
」
の
ほ
ど
無
事
、
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

当
館
の
基
本
テ
ー
マ
「
国
際
文
化
交
流
、
東
西
文
化
の
接
触
と

姿
容
」
は
、
神
戸
が
国
際
港
都
と
し
て
古
来
よ
り
諸
外
国
と
の
交

流
が
深
く
、
我
国
を
代
表
す
る
世
界
と
の
窓
口
で
あ
る
こ
と
か
ら

設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
常
設
腿
で
は

原
始
古
代
か
ら
近
世
・
近
代
に
至
る
祖
先
の
生
活
と
文
化
、
そ
し

て
東
西
文
化
の
接
点
に
あ
っ
た
神
戸
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
的

を
絞
っ
て
、
通
史
的
に
展
示
し
て
行
き
ま
す
。
一
方
、
特
別
腰
で

は
開
館
記
念
の
「
海
の
シ
ル
ク
。
ロ
ー
ド
展
」
（
ｎ
月
３
日
ｌ
皿
月

四
日
）
を
始
め
、
「
古
地
図
」
や
「
神
戸
の
文
化
財
」
な
ど
、
魅

力
的
な
企
画
を
準
備
中
で
す
。
さ
ら
に
、
最
新
の
視
聴
覚
機
器
を

駆
使
し
た
学
習
室
や
、
銅
鐸
な
ど
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
に
手
で
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
部
門
が
自

慢
で
す
。
ま
た
、
市
民
に
は
す
で
に
お
な
じ
み
の
南
蛮
美
術
館
が

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
一
一
階
フ
ロ
ア
ー
に
引
っ
越
し
て
い
る
の
も

当
館
の
大
き
な
特
色
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

と
か
く
、
博
物
館
と
い
う
と
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
た
考
古
学
資
料

の
倉
庫
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
当
館
は
そ
う
し

た
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
来
館
す
る
た
び
に
新
し
い
発
見

の
あ
る
近
代
的
な
博
物
館
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ム
ー
ド

の
良
い
喫
茶
コ
ー
十
Ｉ
を
設
け
た
り
、
特
別
展
期
間
中
は
「
東
山

魁
夷
腿
」
が
開
か
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
郷
土
作
家
の
鵬
ホ
会

を
催
す
な
ど
〃
美
と
知
識
と
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
″
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
恥
じ
な
い
、
博
物
館
運
営
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
と
り
わ
け
ヤ
ン
グ
の
皆
様
方
に
は
、
こ
の
博
物
館
が
デ
ー
ト

コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
着
す
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
神
戸
市
立
博
物
館
々
長
Ｖ

井
尻

昌

☆
私
の
意
見

神
戸
Ｊ
博
物
館
を

デ
ー
ト
コ
ー
ス
に

１
２９
１
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ふぐ料理

際立った魅力を醸す､ ふぐの淡白な味に、
人肌畑のまぼろしの酒“越乃寒梅”との
もつれは、桃源境をさまよいつつ深い人
生の感概を覚える。大人の味、洗練のき
わみを是非おたのしみ下さい。

ふぐコース料理
Ｆ一一ー一マーーー③ーむゆ曲毎殉垂⑤■■■■■罰

：でんぶｌ全Ｉ子むし：
Ｉにこごりちり；
’てっさ雑炊；
；白みそ椀香の物Ｉ
：中おち焼又は唐揚果物Ｉ
Ｌ－＝－－－－＝－－－＝＝－ロー■■－卿■②‐字－－の竺

￥1 8 0 0 0
一品料理もございます。
御要望に応じてご調整致します。

全国四十七都道府県から地酒五十余銘柄

地酒まつり開催中
５８年１月1 5 日山まで

オリエンタルホテノレ直営元海
神戸市中央区京町２５壷( 0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 1 1

3０
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神
戸
で
熟
れ
る

「
カ
ル
パ
」
賛

柿
沼
祐
一

八
芦
鳥
農
婚
人
科
医
師
ｖ

「
名
前
」
の
持
つ
魔
力
と
宿
命
に
思

い
を
至
す
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
一
世
を
風
廃
し
た
「
初
恋
の
味
、

カ
ル
ピ
ス
」
の
語
源
は
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
「
サ
ル
ピ
ス
」
（
醍
醐
味
に

次
ぐ
美
味
）
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
作
曲

家
の
山
田
耕
搾
さ
ん
の
、
音
の
響
き
と

し
て
カ
ル
ピ
ス
の
方
が
よ
い
と
の
ご
意

見
を
入
れ
て
発
売
し
、
大
成
功
を
収
め

た
経
緯
が
創
業
者
の
三
島
海
雲
さ
ん
の

随 想
花
に
魅
せ
ら
れ
て

長
浜
律
子

八
リ
ッ
ッ
フ
ロ
ー
ラ
主
宰
Ｖ

ｌ
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り

か
き
か
ぞ
ふ
れ
ば
七
種
の
花

山
上
憶
良

父
の
遺
品
の
中
に
私
が
書
い
た
絵
と

書
を
み
つ
け
た
。
十
三
才
の
時
に
絵
巻

に
書
い
た
万
葉
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌

の
傍
ら
に
は
、
ま
ま
こ
の
し
り
ぬ
ぐ
ひ
、

雪
、
萩
、
露
草
、
紫
苑
、
夏
水
仙
の
絵

が
今
は
褐
色
に
な
っ
た
和
紙
を
う
め
て

い
る
。

１
３１
１

い
て
か
ら
、
今
年
で
十
五
年
。
十
五
周

年
の
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
十
一
月
十

カット／石永賠一郎「富有柿」

長浜さんと作品

八
日
か
ら
、
さ
ん
ち
か
広
場
で
展
覧
会

を
催
す
運
び
と
な
っ
た
。
会
場
に
は
、

二
百
種
以
上
の
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲

き
そ
ろ
う
。
そ
の
す
べ
て
の
花
に
想
い

出
が
あ
り
、
胸
が
あ
つ
く
な
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
共

に
新
し
い
展
開
を
続
け
る
造
花
。
今
回
、

こ
の
展
覧
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
る
に

あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
勢
の

方
々
へ
の
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

人
生
の
幕
を
閉
じ
る
ま
で
、
た
く
さ

ん
の
花
に
ふ
れ
、
花
と
の
想
い
出
を
大

切
に
し
、
ま
た
布
花
へ
と
新
し
い
生
命

を
ふ
き
こ
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
。

、
長
浜
さ
ん
の
展
覧
会
「
花
と
明
か
り
の
一
一
ニ
ー
ラ

イ
フ
」
は
、
さ
ん
ち
か
広
場
に
お
い
て
、
ｎ
月
廼

日
よ
り
翠
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

花
に
魅
せ
ら
れ
て
何
十
年
に
な
る
の

だ
ろ
う
。
十
三
才
の
少
女
に
、
喜
び
や

悲
し
み
を
野
山
の
花
に
託
し
た
万
葉
人

の
心
が
解
せ
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
、
草
花
を
見
て
感
じ
た
素
朴
な

喜
び
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
思
う
。
眺
め
て
い
る
う
ち
に
も
枯
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
花
の
命
が
わ

び
し
く
て
、
そ
の
花
の
命
を
私
の
心
の

中
に
と
ど
め
る
た
め
、
ス
ケ
ッ
チ
を
つ

づ
っ
て
き
た
。
今
は
亡
き
上
沼
俊
次
画

伯
に
師
事
を
仰
い
だ
懐
し
き
日
々
。

私
の
人
生
は
花
抜
き
に
は
考
え
ら
れ

な
い
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
花
の
命
を

と
ど
め
る
こ
と
よ
り
始
ま
り
、
い
つ
の

間
に
か
、
布
か
ら
花
を
造
る
に
至
っ
て

い
た
。
あ
あ
、
こ
の
道
を
選
ん
で
ほ
ん

と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
う
。

造
花
を
始
め
て
、
初
の
展
覧
会
を
開
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§制
驚鰯
亀唖，
¥ 二

自
叙
伝
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る

六
甲
山
の
麓
と
い
う
べ
き
な
の
か
、

東
神
戸
の
御
影
の
住
宅
街
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
地
階
に
「
カ
ル
パ
」
と
い
う
小
さ

な
店
が
あ
る
。
こ
の
「
カ
ル
パ
」
の
語

源
も
、
イ
ン
ド
の
古
語
で
「
永
遠
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。
誰
が
命
名
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
昨
秋
、
レ
ス
ト
ラ
ウ
ン

ジ
と
し
て
静
か
に
開
店
し
た
の
に
、
上

品
な
店
の
雰
囲
気
が
評
判
を
呼
ん
で
．

間
も
な
く
一
周
年
の
お
祝
い
を
親
し
い

客
達
が
寄
っ
て
開
こ
う
と
い
う
話
が
持

ち
上
っ
て
い
る
。
「
永
遠
」
の
店
か
ど

う
か
は
と
も
か
く
、
こ
ん
な
〃
ホ
ー
ム

サ
ロ
ン
〃
が
生
ま
れ
出
て
、
〃
神
戸
っ

子
″
に
認
め
ら
れ
て
育
っ
て
行
く
の
は

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

「
カ
ル
パ
」
の
経
営
者
で
も
あ
る
マ

ダ
ム
の
宮
川
夫
人
は
、
親
爺
同
志
が
東

大
で
共
に
薬
学
を
学
ん
だ
仲
な
の
で
、

私
に
と
っ
て
は
幼
な
じ
み
で
も
あ
る

可
愛
い
オ
チ
ャ
メ
な
女
の
子
だ
と
思
っ

て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
関
西
の
テ

ニ
ス
界
の
ま
と
め
役
と
し
て
故
村
山
先

生
全
則
閏
西
庭
球
協
会
会
長
）
の
秘
書

に
な
っ
て
東
奔
西
走
し
て
い
た
の
が
、

女
性
と
し
て
自
分
の
夢
の
お
店
を
作
っ

て
み
た
の
だ
と
い
う
。

趣
味
の
い
い
女
性
が
「
自
分
の
お

店
」
を
持
っ
た
の
だ
か
ら
当
然
な
の
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
イ
ン
テ
リ
ア
も
、

様
々
な
食
器
類
も
（
メ
ニ
ュ
ー
の
値
段

と
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
）
神
経
が

細
か
く
行
き
と
ど
い
る
の
が
う
れ
し

い
。
天
井
に
淡
い
色
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
で
、
い
つ
も
店
内
の
雰
囲
気
を
柔
ら

か
く
し
て
い
る
。
昼
間
は
、
ヤ
ン
グ
の

男
女
が
、
マ
ツ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
音
響

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
カ

レ
ー
で
軽
い
食
事
を
し
た
り
コ
ー
ヒ
ー

を
前
に
ダ
ベ
リ
こ
ん
で
い
る
。
私
の
若

い
頃
に
「
小
さ
な
喫
茶
店
」
と
い
う
タ

ン
ゴ
が
流
行
し
て
い
た
。
時
は
経
っ
て

も
、
青
春
に
対
す
る
温
か
い
人
の
心
は

カ
ル
パ
（
永
遠
）
な
の
で
あ
ろ
う
。
う

れ
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

少
し
専
門
め
い
て
恐
縮
だ
け
ど
、
色

に
三
原
色
（
赤
、
青
、
黄
）
が
あ
る
よ

う
に
、
味
に
は
四
原
味
（
酸
味
、
苦

味
、
甘
味
、
シ
オ
カ
ラ
味
）
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
現
に
、
殆

ん
ど
果
汁
（
ジ
ュ
ー
ス
類
）
は
、
ク
エ

ン
酸
と
リ
ン
ゴ
酸
と
甘
味
と
の
微
妙
な

と
り
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
現
在

は
、
渋
味
、
エ
グ
味
、
辛
味
、
ア
ル
カ

リ
味
等
が
独
立
の
味
と
し
て
認
め
ら
れ

輪

鴬駕“
蕊

識
，

瀞騨
』と､，

鳶
…

繍灘磯

Ｆ
一

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
食
仙
生
理
学
ｋ

に
〃
醍
醐
味
″
は
な
い
。
し
か
し
良
質

の
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
醸
造
酒

は
そ
う
簡
単
に
は
作
れ
な
い
。
〃
醗
酵
〃

と
い
う
生
物
の
熟
し
て
行
く
過
程
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
故
大
人
し

か
解
ら
な
い
複
雑
で
奥
深
い
味
が
醸
し

出
さ
れ
て
い
る
。
「
カ
ル
ピ
ス
」
の
味

や
「
カ
ル
パ
」
の
優
雅
さ
も
、
〃
違
い

が
わ
か
る
〃
人
に
だ
け
は
ハ
ッ
キ
リ
解

る
の
だ
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
私
は
人

生
に
は
そ
の
熟
し
方
に
応
じ
た
〃
醍
醐

味
″
と
い
う
味
が
あ
る
と
い
う
意
見
の

持
ち
主
な
の
だ
。
私
は
語
る
に
落
ち
た

の
だ
ろ
う
か
。
「
カ
ル
パ
」
は
す
ば
ら

し
い
醸
造
酒
の
よ
う
に
、
か
よ
う
程
に

離
れ
が
た
い
味
の
す
る
店
な
の
だ
。

日
が
落
ち
て
か
ら
の
「
カ
ル
パ
」
に

は
、
テ
ニ
ス
帰
り
に
ビ
ー
ル
で
乾
杯
と

い
う
ラ
ケ
ッ
ト
族
が
増
え
て
来
る
。
マ

ダ
ム
の
心
の
こ
も
っ
た
手
料
理
を
楽
し

み
に
く
る
家
族
連
れ
も
見
ら
れ
る
。
そ

し
て
夜
が
ふ
け
る
と
、
私
の
よ
う
な
壮

年
族
が
、
陶
然
と
す
る
美
酒
を
飲
み
心

安
ま
る
「
カ
ル
パ
」
の
雰
囲
気
に
ひ
た

る
た
め
に
や
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
客

の
間
を
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
マ
ダ
ム

が
話
題
を
振
り
ま
き
な
が
ら
席
を
巡
っ

て
い
る
の
だ
。
「
流
行
は
神
戸
か
ら
」

と
昔
か
ら
決
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
オ

ー
プ
ン
な
「
ホ
ー
ム
サ
ロ
ン
風
レ
ス
ト

ラ
ン
」
も
神
戸
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
つ
も
舞
台

に
目
が
行
っ
て
い
る
東
京
に
で
は
な

勘
季

蝿fＰ

｢ カルパ」でいこう柿沼さん
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蕊鶏

討
金

悪さ 蝿鳶鴛鼎，

2 竜

筆
者
は
、
ど
う
に
か
相
撲
写
真
が
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
か
れ
こ

れ
、
三
十
年
経
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、

柏
鵬
、
栃
若
、
輪
湖
と
名
勝
負
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
ま
た
、
相
撲
写

真
に
す
ご
く
熱
が
入
っ
て
き
た
。
そ
れ

は
、
千
代
の
富
士
、
若
島
津
が
台
頭
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
筋
肉
質
、
敏
捷
型

が
時
代
を
先
取
り
し
て
き
た
。
千
代
の

需
鰐
曜
蒋

く
、
ソ
ロ
バ
ン
片
手
の
大
阪
に
で
も
な

く
．
し
み
じ
み
と
し
た
神
戸
に
「
カ
ル

ハ
」
が
生
ま
れ
育
ち
熟
れ
て
行
っ
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

「
カ
ル
パ
」
は
阪
急
御
影
駅
下
車
南
へ
５
分
。
国

埋
２
勝
線
東
灘
警
察
角
山
側
へ
登
る
５
分

大
谷
孝
脊

八
相
撲
辱
真
家
Ｖ

相
撲
写
真
と
り
続
け
て

鶴Ｔ

鵜

再
僅

騨雷

蕊

i鍵鍵騨識；麓蕊蕊鶏鎖蕊蕊蕊
鶏

富
士
の
背
中
は
湖
畔
の
寒
波
に
た
と
え

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
タ
イ
プ
の

力
士
は
、
過
去
で
は
明
歩
谷
、
佐
田
の

山
、
安
念
山
が
そ
う
で
あ
る
。
女
性
フ

ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
男
性
に
と
っ
て
も

堪
ら
な
い
魅
力
で
あ
る
。
若
島
津
は
こ

の
上
に
精
神
力
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
力
士
は
横
綱
に
な
る
と
思
う
。
や
が

て
は
千
代
島
津
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

一
方
、
仕
切
り
は
、
水
を
打
つ
静
け
さ

で
、
い
ざ
立
合
い
と
な
る
と
敏
捷
果
敢

の
動
に
変
わ
る
。
仕
切
り
も
、
立
ち
合

い
も
一
貫
し
た
真
剣
勝
負
で
、
こ
れ
ほ

ど
醍
醐
味
を
感
ず
る
も
の
は
な
い
。

筆
者
は
こ
の
勝
負
か
ら
、
何
れ
が
勝

つ
か
判
ら
な
い
未
知
の
世
界
か
ら
、
芸

術
の
境
地
を
見
出
さ
ん
と
し
て
い
る
。

行
司
が
公
平
に
立
ち
合
い
さ
せ
る

が
、
先
に
突
込
も
う
と
す
る
と
、
相
手

は
と
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
受
け
て

立
と
う
と
す
る
と
、
突
込
ま
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。
迷
い
は
何
れ
に
も

あ
る
。
こ
の
と
き
一
瞬
の
立
ち
合
い
、

機
先
を
制
す
る
前
の
互
角
の
と
き
に
傑

作
が
生
ま
れ
る
。
筆
者
は
こ
の
一
枚
を

と
り
た
く
て
、
ひ
た
す
ら
国
技
館
に
通

っ
て
新
鮮
さ
を
求
め
て
い
る
。
筆
者
は

こ
の
貴
重
な
立
体
空
間
を
彫
刻
だ
と
考

え
て
い
る
。
仕
切
り
か
ら
激
突
へ
と
勝

負
が
決
る
ま
で
ほ
ん
の
一
瞬
で
あ
る
。

幾
何
学
で
一
点
を
通
る
写
真
は
無
数
あ

る
が
、
二
点
を
満
足
す
る
写
真
は
一
枚

で
あ
る
。
筆
者
は
未
熟
で
、
こ
の
決
定

的
一
枚
の
写
真
を
と
る
た
め
努
力
し
て

大谷さんの作品

い
る
。望

主
恒
の
写
真
を
見
て
、
故
朝
倉
文
夫

先
生
は
言
っ
て
い
る
。
「
大
谷
さ
ん
の

写
真
は
、
人
間
の
眼
で
到
底
及
び
も
つ

か
ぬ
千
分
の
一
秒
の
超
速
形
態
を
は
っ

き
り
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
相

撲
の
驚
異
で
、
吾
々
の
よ
う
な
造
型
美

術
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
に
と
っ
て
は
、

誠
に
福
音
で
あ
る
。
」

ま
た
、
故
石
井
鶴
三
先
生
は
、
「
大

谷
さ
ん
の
カ
メ
ラ
は
千
分
の
一
秒
と
い

う
超
速
で
、
わ
れ
ら
の
視
覚
で
は
及
ば

な
い
も
の
が
と
ら
れ
て
い
る
。
」

こ
の
二
人
の
先
生
は
超
一
流
の
彫
刻

家
、
未
知
の
空
間
か
ら
自
分
の
意
志
で

立
体
を
刻
む
人
で
あ
る
。
私
は
立
体
空

間
を
探
し
て
僻
雁
咋
を
作
っ
て
い
る
方
で

あ
る
。
芸
術
家
の
資
料
に
な
る
な
ら
幸

で
あ
る
。

日
本
画
家
、
森
田
肱
平
先
生
は
、
相

撲
写
真
を
見
て
、
素
描
の
貴
重
な
資
料

に
な
る
と
、
言
わ
れ
て
、
喜
ん
で
お
ら

れ
る
。こ

の
頃
筆
者
は
や
っ
と
、
被
写
体
を

立
体
的
に
捕
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
○
○
ミ
リ
の
長
焦
点
で
力
士
を
空
間

に
表
わ
す
。
距
離
は
手
動
で
あ
る
が
、

無
我
の
境
地
で
連
動
す
る
。
プ
レ
な
い

よ
う
に
開
放
で
ガ
ッ
チ
リ
手
持
が
で
き

る
。
画
を
か
く
よ
う
な
、
空
間
に
立
体

を
刻
む
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

写
真
は
コ
ピ
ー
と
言
わ
れ
る
が
、
立
派

な
創
作
画
、
創
作
立
膝
隊
と
思
っ
て
い

る
。

１
３３
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



刀剣の圏脇圏脇
神戸市中央区元町通6 丁目６番3 号

三越百貨店東へ1 5 0 ｍ商店街山側

3４三 恵洋服店
神戸･元町４丁目念( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

刀剣古美術 ハイセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

芽瀞７
議
熟
瀞
饗
謹

了
画
跨
桝

毎月2 0 日無料鑑定
研磨、白サヤ、その他工作
お支払いに便利なローンをご利用下さい。

兵庫県美術刀剣商組合事務局 §ザ

､qQQhi垂患､璽患議蕊鐘議燕
神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



熱鴬

画鍔ヨ

改
め
て
ド
ラ
マ
の
息
吹
き
を
与
え
る
事

に
成
功
、
更
に
五
年
前
開
設
さ
れ
て
い

た
神
戸
働
く
も
の
の
演
劇
教
室
は
劇
団

の
積
極
的
な
胆
入
れ
で
卒
業
生
が
そ
の

５
周
年
記
念
と
し
て
「
明
日
の
教
師
た

ち
」
を
大
成
功
さ
せ
る
等
、
確
固
た
る

地
盤
を
き
ず
き
あ
げ
た
。

そ
こ
で
劇
団
は
よ
り
幅
広
い
普
及
と

創
造
を
目
指
し
て
「
家
族
劇
場
」
「
わ

か
も
の
劇
場
」
「
市
民
劇
場
」
等
、
推

進
班
体
制
と
い
う
新
組
織
で
一
種
の
生

産
競
争
を
は
か
っ
た
。
こ
の
事
で
、
別

名
を
こ
す
大
劇
団
に
な
っ
て
い
た
が
各

自
の
自
主
自
立
は
驚
異
的
に
高
ま
り
今

日
の
普
及
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
た
が
．

よ
り
セ
ク
ト
化
す
る
事
を
恐
れ
た
劇
団

は
加
周
年
目
、
そ
の
総
決
算
と
し
て
各

推
進
班
の
大
公
演
、
「
星
の
牧
場
」
「
龍

の
子
太
郎
」
「
あ
あ
八
月
の
陽
の
ご
と

く
」
で
も
っ
て
し
め
く
く
っ
た
。
特
に

「
あ
あ
八
月
…
」
の
創
作
は
地
域
に
生

き
る
自
立
劇
団
の
創
造
の
あ
り
方
を
鋭

く
示
唆
、
多
大
な
成
功
を
お
さ
め
た
。

そ
し
て
も
う
５
年
、
妬
周
年
、
「
つ

つ
じ
が
育
っ
た
庭
」
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ

う
に
」
と
、
よ
り
創
作
劇
の
方
向
へ
向

う
。
そ
れ
は
既
成
脚
本
に
あ
き
た
ら
ず

真
の
自
分
達
自
身
の
創
造
を
ま
さ
ぐ
る

願
い
か
ら
だ
が
、
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
に

花
開
く
の
は
訓
周
年
目
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
達
は
常
に
よ
り
平
坦
で

な
い
道
ば
か
り
を
と
っ
て
来
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
そ
う
だ
ろ
う
。

回
劇
団
四
紀
会
／
元
町
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
６
Ｆ

６
１
２
号
回
０
７
８
ｉ
独
－
２
４
２
１

一
あ
一
る
一
集
一
い
－
．
｜
そ
一
の
一
足
一
あ
一
と
一

別
名
を
こ
え
る
に
至
っ
た
集
団
を
演
出

専
門
と
し
て
精
力
的
に
運
営
し
て
い
っ

た
。３

年
目
、
労
演
主
催
の
合
同
公
演

「
検
察
官
」
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
よ
う

や
く
市
民
権
を
得
た
気
分
で
参
加
、
北

島
氏
と
知
り
合
う
。
そ
の
後
劇
団
の
専

属
的
演
出
と
し
て
迎
え
、
彼
に
よ
っ
て

舞
台
創
造
に
つ
い
て
根
本
的
に
し
ご
き

ろ
ん
し
ゆ
い
ご
う

ぬ
か
れ
る
。
「
風
化
」
「
龍
嶺
溝
」
等
、

文
字
通
り
北
島
演
出
と
の
葛
藤
で
つ
く

り
あ
げ
て
い
っ
た
時
、
演
劇
の
何
た
る

か
は
着
実
に
劇
団
に
根
づ
い
て
い
た
。

ｕ
年
目
、
兵
庫
県
全
劇
団
で
の
合
同
公

演
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
「
大
正
七
年

の
長
い
夏
」
で
は
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
中
心
劇
団
と
し
て
役
割
を
果
し
た
。

こ
の
合
同
公
演
は
劇
団
に
兵
庫
県
全

体
を
見
渡
す
大
胆
さ
を
与
え
た
。
お
り

し
も
革
新
市
政
全
盛
、
文
化
予
算
増
額

の
影
響
も
あ
っ
て
、
県
内
を
か
け
め
ぐ

る
。
「
小
さ
い
駅
の
物
語
」
「
陽
気
な
地

獄
や
ぷ
り
」
「
馬
」
「
人
形
師
宇
吉
の
余

生
」
そ
し
て
「
あ
あ
野
麦
峠
」
と
単

独
、
合
同
と
常
に
先
頭
を
切
っ
て
移
動

す
る
一
方
、
蛎
周
年
目
、
つ
い
に
「
ヂ

ー
ゼ
ル
工
場
」
で
も
っ
て
内
田
ｌ
梶
と

い
う
創
作
コ
ン
ビ
を
世
に
出
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
劇
は
も
う
古
い
と
す
る
概
念
に

か
け
あ
る
記
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、
み
よ
う
が
か
み
か
み
わ
す
れ
た
ふ
り
で

み
ち
の
で
こ
ぽ
こ
こ
え
て
い
く
と
き

ず
っ
と
と
お
く
に
ぼ
ん
や
り
み
え
る

あ
お
い
ま
ち
か
げ
う
ず
ま
く
ひ
と
ぴ
と

ま
ば
た
き
す
れ
ば
は
っ
き
り
み
え
る

ま
ひ
る
の
の
む
ら
う
ず
く
ま
る
ひ
と

か
な
ら
ず
か
わ
る
い
つ
も
の
み
ち
を

お
も
い
さ
だ
め
て
き
ょ
う
も
で
か
け
る

こ
ず
え
の
き
き
に
ひ
し
め
く
ひ
か
り

ち
り
ち
り
や
け
る
む
ね
の
う
ち
そ
と

ま
ひ
る
の

１
３７

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


